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札幌管区気象台資料に関する補足説明 

 

１.データ利用について  

・資料は気象庁のほか、以下の機関のデータも利用して作成しています。 

国土交通省北海道開発局、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法人産

業技術総合研究所、北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所及び公益財団

法人地震予知総合研究振興会 

 

２.一元化震源の利用について 

・2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上しています。 

・2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上しています。 

・2016 年４月１日以降の震源では、M の小さな地震は、自動処理による震源を表示している場合があります。自動

処理による震源は、震源誤差の大きなものが表示されることがあります。 

・2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した手法で求めています。 

  

３．地図の作成について  

・資料内の地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000(行政界・海岸線・地図画像)』、『数値地図 50m メッ

シュ(標高)』、『数値地図 10m メッシュ(火山標高)』、『基盤地図情報』及び『電子地形図（タイル）』を使用してい

ます。 

 

４．用語について 

・本資料で用いる用語の解説については、気象庁ホームページの「気象庁が噴火警報等で用いる用語集」をご覧くだ

さい。 

URL https://www.data.jma.go.jp/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/kazanyougo/mokuji.html 
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アトサヌプリ 

ア ト サ ヌ プ リ 
札 幌 管 区 気 象 台 

地域火山監視・警報センター 

〇火山活動評価 
アトサヌプリ（硫黄山）西側では、2021 年秋以降、GNSS 連続観測で膨張を示唆するわずかな地殻変

動が観測されており、地震活動も時々みられていますが、1993-1995 年頃に同じく西側で観測された

膨張性の地殻変動や地震活動と比べて小規模な活動に留まっています。アトサヌプリ付近の浅部地震

活動や噴気活動に特段の変化はなく静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

○噴火警報・予報及び噴火警戒レベルの状況（2022年７月～2023年６月） 

2022 年７月以降の発表履歴 現在の警報・予報（噴火警戒レベル、キーワード） 

変更なし 噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意） 

 

○2022年７月～2023年６月の活動概況 

・噴気などの表面現象の状況（図１-①～③、図２～７） 

監視カメラによる観測では、Ｆ１噴気孔群及びＦ２噴気孔群の噴気の高さは火口上概ね300ｍ以

下で、噴気活動は低調に経過しました。 

2022年10月18日から21日にかけて実施した現地調査では、アトサヌプリ溶岩ドームに点在する

噴気孔や熊落し火口の状況に変化はなく、赤外熱映像装置による観測でも地熱域の状況に前回

（2021年８月）と比べて特段の変化はありませんでした。 

 

・地震及び微動の発生状況（図１-④～⑥、図８～10） 

アトサヌプリ西側の地震は2022年夏以降やや増加しており、時々まとまった地震活動がみられ

ています。また、2023年４月10日に発生した地震（マグニチュード2.0）により、弟子屈町サワン

チサップで震度１を観測しました。一方、アトサヌプリ浅部の火山性地震は少なく、低調に経過

しました。 

火山性微動は観測されませんでした。 

 

・地殻変動の状況（図１-⑦、図８、図11～12） 

GNSS連続観測では、アトサヌプリ西側での2021年秋以降の膨張を示唆するわずかな地殻変動

は、2022年夏以降変動率が増加しておりましたが、2023年以降一部の基線ではやや鈍化がみられ

ています。 

2022年10月18日から21日にかけて実施したGNSS繰り返し観測では、アトサヌプリ付近浅部の地

殻変動に特段の変化は認められませんでした。 

 

 ・地震活動と地殻変動の状況（図13） 

 2022年８月以降の地殻変動の変動率及び地震活動度は、1993～1995年の膨張イベント（藤原・

他、2017）と比べると一桁程度小さいと考えられます。 
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アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図１ アトサヌプリ 火山活動経過図（2010年10月～2023年６月） 
            グラフ７は図11観測点配置図の基線②に対応する。 

            グラフ７の美留和西では2022年９月26日に機器を更新した。 

・噴気活動に特段の変化はありませんでした。 

・2021 年秋以降、アトサヌプリカルデラを挟む GNSS 基線で伸長が続いており、変動率は 

2022 年夏頃に増加した以降は概ね一定で推移しています。 
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アトサヌプリ 

 

図２ アトサヌプリ 北側から見たＦ１噴気孔群及びＦ２噴気孔群の状況 

（硫黄山駐車場北監視カメラによる） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｆ２噴気孔群の噴気 
Ｆ１噴気孔群の噴気 

図３ アトサヌプリ 監視カメラ（硫黄山駐車場北）によるＦ１噴気孔群

付近の地表面温度分布の最高温度の変化（2017 年８

月～2023 年５月） 
毎日午前３時頃の熱画像における白枠内の最高温度を抽

出している 

・地表面温度分布の最高温度に季節変動を除き特段の変化は認めら

れていません。 

監視カメラ画像の例 
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アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

1000m 

② 

③ 

熊落し火口 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 
① 

図４ アトサヌプリ 周辺図と写真及び赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

2022 年 10 月 19 日 15 時 02 分 

天気：晴 気温:11℃ 

2022 年 10 月 19 日 

2021 年８月 24日 2021 年８月 24日 13 時 35 分

天気：曇 気温：16℃

図５ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ１噴気孔群の地表面温度分布 
（図４の①から撮影） 

・前回の観測（2021 年８月）と比べて、噴気の影響で一部の地表面温度分布の見え方に 

違いがありますが、変化は認められませんでした。 
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アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2022 年 10 月 19 日 

2022 年 10 月 19 日 10 時 06 分 

天気：晴 気温：10℃ 

2021 年８月 24日

2021 年８月 24日 10 時 10 分 

天気：霧雨 気温：16℃ 

図６ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ２噴気孔群の地表面温度分布 
（図４の②から撮影） 

・前回の観測（2021 年８月）と比べて、噴気の影響で一部の地表面温度分布の見え方に

違いがありますが、変化は認められませんでした。 
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